
こ
こ
に
、
『
日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
」
と
い
う
課
題
を
掲
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
敢
え
て
「
背
景
」
と
い
う
語
を
付
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
「
大
曼
茶
羅
」
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
立
っ
て
、
理
解
の
可
能
性
と
、

反
面
、
理
解
の
困
難
性
と
の
二
面
を
確
か
め
な
が
ら
、
進
展
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

お
よ
そ
教
義
理
解
に
は
、
い
つ
で
も
困
難
さ
が
付
き
ま
と
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
「
大
曼
茶
羅
」
解
釈
を
め
ぐ
る
困
難
性
に

つ
い
て
は
、
第
一
に
解
釈
史
を
顧
み
て
そ
こ
に
困
難
性
を
見
る
爲
で
あ
り
ま
す
。
第
二
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
社
会
の
宗
教

運
動
を
め
ぐ
る
嵐
の
な
か
で
は
、
落
ち
着
い
て
意
見
を
換
す
こ
と
に
支
障
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
最
近
、
外
部
か
ら
無
視
し
え
な
い
二
つ
の
研
究
が
な
さ
れ
た
と
判
断

す
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
渡
邊
喜
勝
氏
の
『
文
字
マ
ン
ダ
ラ
の
世
界
』
（
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
刊
）
で
あ
り
、
第
二

は
ド
ル
チ
ェ
・
ル
チ
ア
氏
の
曰
の
○
諒
凰
ｏ
冨
詳
①
目
の
旨
三
ｓ
旨
の
国
々
の
芸
○
巨
警
ご
弓
戸
口
．
ｓ
の
の
田
富
は
○
国
》
ロ
日
ぐ
の
門
田
ご
呉
意
昼
の
国
．

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

に
有
り
難
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
七
五
○
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
第
五
十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
發
表
大
会
に
、
報
告
の
機
会
を
頂
戴
し
、
ま
こ
と

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景

は
じ
め
に
ｌ
問
題
の
所
在
Ｉ

渡
邊
寶
陽
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

弓
言
年
）
で
あ
り
ま
す
。
渡
邊
氏
は
中
世
日
本
仏
教
に
共
通
す
る
信
仰
形
態
と
し
て
「
文
字
即
仏
」
を
掲
げ
、
一
遍
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏

の
文
字
が
飛
ん
で
く
る
」
と
い
う
宗
教
体
験
や
、
付
札
の
広
布
等
と
並
列
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
文
字
曼
陀
羅
の
意
義
を
論
説
し
て
い
ま
す

（
同
氏
著
ヨ
遍
智
真
の
宗
教
論
」
〈
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
刊
〉
参
照
）
。
す
な
わ
ち
聖
人
の
大
曼
茶
羅
図
顯
・
本
尊
建
立
や
曼
茶
羅

授
与
等
の
布
教
を
、
久
遠
本
仏
釈
尊
の
絶
対
世
界
の
図
像
化
・
法
華
経
の
永
遠
な
る
救
済
世
界
の
具
現
化
と
い
う
基
本
的
視
点
か
ら
と
い

う
よ
り
も
、
ま
ず
端
的
に
「
文
字
即
仏
」
と
い
う
信
仰
の
範
晴
の
中
で
捉
え
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
と
窺
わ
れ
ま
す
。

い
つ
ぼ
う
ル
チ
ア
氏
の
論
文
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
博
士
学
位
論
文
で
あ
り
ま
す
が
、
日
蓮
聖
人
の
法
華
信
仰
の
形
成
段
階
に
お
い

て
、
密
教
の
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
聖
人
の
密
教
思
想
摂
取
の
最
も
大
な
る

も
の
と
し
て
大
曼
茶
羅
本
尊
を
論
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
自
体
は
従
来
よ
り
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
国
際
的
な
視
点

か
ら
の
日
蓮
仏
教
理
解
に
対
し
、
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
論
考
と
思
わ
れ
ま
す
。
ル
チ
ァ
氏
は
、
よ
り
客
観
的
に
日
蓮
と
い
う
仏
教

者
を
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
、
真
蹟
遺
文
を
中
心
と
し
た
日
蓮
像
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
点
は
大
い
に

評
価
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
聖
人
の
密
教
摂
取
に
対
す
る
視
点
の
角
度
は
、
従
来
の
日
蓮
教
学
の
視
点
と
は
少
し
く
異
な
る

評
価
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
《

も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
「
大
曼
茶
羅
」
理
解
に
対
し
、
伝
統
的
な
立
場
に
立
拠
し
つ
つ
、
最
近
ま
で
の
研
究
成
果
を
視
野
に
入
れ
た
見
通
し
を
あ

ら
た
め
て
大
ま
か
に
示
し
て
お
く
こ
と
も
意
義
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
曼
茶
羅
に
関
す
る
日

蓮
教
団
内
の
伝
統
的
な
解
釈
は
、
様
々
な
変
遷
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
第
二
次
大
戦
後
、
望
月
歓
厚
先
生
を
中
心
に
一
尊

四
士
本
尊
論
が
唱
え
ら
れ
、
大
曼
茶
羅
解
釈
の
あ
り
方
が
問
い
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
茂
田
井
教
亨
先
生
等
に
も
引
き
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
渡
邊
氏
や
ル
チ
ア
氏
は
、
自
由
で
素
直
な
見
方
で
、
大
曼
茶
羅
の
あ
り
方
を
見
直
し
た
面
が
あ
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る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
今
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
両
氏
の
提
言
が
必
ず
し
も
全
て
適
切
で
あ
る
と
も
言
い
切

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
大
曼
茶
羅
本
尊
の
解
明
が
、
改
め
て
見
直
さ
れ
問
い
直
さ
れ
る
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

宗
祖
日
蓮
聖
人
滅
後
の
本
尊
論
の
展
開
を
詳
細
に
究
明
す
る
こ
と
は
、
今
な
お
充
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

こ
こ
で
ま
ず
、
私
な
り
の
概
観
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
蓮
聖
人
滅
後
の
上
代
の
日
蓮
教
団
に
お
い
て
は
、
日
蓮
聖
人
の
人
格
的
影
響
力
が
強
く
、
門
下
の
活
動
が
教
団
の
拡
張
に
急
務
で
あ
っ

た
爲
に
、
大
曼
茶
羅
本
尊
の
意
味
・
意
義
に
つ
い
て
必
ず
し
も
意
識
的
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
大
ま
か
な
相
伝
は
あ
っ
た
も
の
と
窺
わ
れ
ま
す
。

室
町
期
に
入
り
、
身
延
山
久
遠
寺
十
一
世
行
学
院
日
朝
上
人
（
一
四
一
三
’
一
五
○
○
）
等
を
中
心
と
す
る
本
尊
相
伝
が
盛
ん
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
中
古
天
台
の
影
響
下
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
『
本
尊
論
資
料
』
に
、
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
尊
を
戒
・
定
・
慧
の
三
学
に
分
け
る
相
伝
、
迩
門
・
本
門
・
観
心
・
証
道
元
意
の
四
重
に
分
け
る
相
伝
、
等
が
そ
の
主
流
で

Ａ
、
本
尊
相
伝

Bす
、○

Ｂ
、
教
観
本
尊
の
系
譜

教
観
本
尊
と
は
、
身
延
山
一
三
世
心
性
院
日
遠
上
人
（
一
五
七
二
’
一
六
四
三
に
始
ま
る
本
尊
論
で
す
。
こ
の
概
観
を
ま
と
め
た

論
考
と
し
て
、
藤
田
文
哲
師
の
『
本
尊
教
観
史
論
」
（
「
大
崎
学
報
』
二
七
号
）
が
あ
り
ま
す
。
清
水
龍
山
師
は
、
自
ら
の
著
述
「
本
門

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

１
、
日
蓮
教
団
に
お
け
る
大
曼
茶
羅
解
釈
の
段
階
と
変
遷
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本
尊
論
』
の
末
尾
に
、
こ
の
藤
、

る
と
、
日
遠
’
一
妙
日
堯
ｌ
慧
叩

本
尊
の
流
れ
が
指
摘
で
き
ま
す
。

四
重
興
廃
（
爾
前
〈
迩
門

曼
茶
羅
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
遠
上
人
は
『
当
家
本
尊
義
落
居
』
に
お
い
て
、
①
法
華
一
部
・
題
目
を
本
尊
と
し
、
釈
迦
・
多
宝
二
尊
以
下
を
脇
士
と
す
る
「
定
の

本
尊
」
、
②
本
門
釈
尊
を
本
尊
と
す
る
「
戒
の
本
尊
」
、
③
妙
法
五
字
を
中
尊
（
不
変
真
如
）
と
し
て
十
界
（
随
縁
真
如
）
を
悉
く
本
尊
と

す
る
大
曼
茶
羅
本
尊
を
「
慧
の
本
尊
」
と
し
、
①
②
を
教
門
本
尊
、
③
を
観
門
本
尊
と
主
張
し
ま
す
。
ま
た
『
本
尊
抄
私
記
』
に
お
い
て

四
重
興
廃
（
爾
前
〈
迩
門
〈
本
門
〈
観
心
）
の
本
尊
を
立
て
、
本
門
の
本
尊
を
実
質
一
尊
四
士
、
最
終
的
な
観
心
の
本
尊
と
し
て
実
質
大

い
つ
ぼ
う
草
山
元
政
上
人
（
一
六
二
三
’
一
六
六
八
）
は
、
理
論
的
に
は
法
本
尊
論
に
傾
斜
し
つ
つ
も
、
信
仰
的
態
度
と
し
て
は
釈
尊

を
本
尊
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
久
遠
釈
尊
へ
の
尊
崇
の
態
度
は
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
元
政
上
人

の
弟
子
、
慧
明
日
燈
律
師
（
一
六
四
二
’
一
七
一
七
）
は
『
三
大
秘
法
弁
』
に
お
い
て
、
本
尊
で
あ
る
久
遠
実
成
の
釈
尊
は
法
界
無
作
本

覚
如
来
で
あ
り
、
そ
の
宝
号
を
妙
法
蓮
華
経
と
名
く
る
と
主
張
し
ま
す
。
こ
の
主
張
は
後
に
本
妙
日
臨
律
師
・
優
陀
那
日
輝
和
上
へ
と
継

観
如
日
透
上
人
（
一
六
五
三
’
一
七
一
七
）
は
「
本
尊
義
』
に
お
い
て
日
遠
の
四
重
興
廃
本
尊
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
後
の
二
重
の
正
意

を
法
本
尊
と
し
、
本
門
本
尊
を
首
題
本
尊
、
観
心
本
尊
を
大
曼
茶
羅
と
し
ま
す
。

了
義
日
達
上
人
（
一
六
七
四
’
一
七
四
七
）
は
「
本
迩
雪
誇
』
に
三
種
本
尊
を
示
し
ま
す
。
①
法
華
経
本
尊
、
②
釈
尊
本
尊
、
③
十
界

曼
茶
羅
。
①
②
を
教
門
本
尊
、
③
を
観
門
本
尊
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
日
遠
上
人
の
本
尊
論
の
継
承
と
判
断
で
き
ま
す
。
健
立
日
諦
上
人

承
さ
れ
ま
す
。 日

蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

の
末
尾
に
、
こ
の
藤
田
師
の
論
文
を
付
加
さ
れ
て
い
る
程
、
そ
の
所
論
の
妥
当
性
が
認
め
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
ょ

遠
’
一
妙
日
堯
ｌ
慧
明
日
燈
ｌ
観
如
日
透
Ｉ
健
立
日
諦
１
本
妙
日
臨
ｌ
優
陀
那
日
輝
ｌ
桓
容
日
智
の
各
上
人
へ
と
続
く
教
観
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（
生
没
年
未
詳
）
等
の
『
年
譜
孜
異
』
の
教
観
本
尊
論
も
大
同
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

一
妙
日
導
上
人
（
一
七
二
四
’
一
七
八
九
）
は
「
祖
書
綱
要
』
に
お
い
て
、
①
十
界
曼
茶
羅
、
②
二
尊
四
士
、
③
一
尊
四
士
は
広
略
の

差
で
あ
り
、
本
尊
そ
の
も
の
は
唯
だ
－
体
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
ま
す
。
そ
し
て
三
者
を
広
・
略
・
要
に
分
け
、
①
②
は
順
縁
の
み

の
本
尊
（
順
縁
受
持
の
行
者
の
観
心
本
尊
）
、
③
は
順
縁
・
逆
縁
に
渡
る
本
尊
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
す
。
細
か
い
点
は
措
い
て
、
先
師

の
説
に
必
ず
し
も
与
同
せ
ず
、
教
観
に
分
け
て
本
尊
を
論
じ
て
い
な
い
点
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
尊
の
本
体
を
一
つ
と
見
る
点
に
導
師
の
勝
れ

た
識
見
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
導
師
の
こ
の
着
想
は
優
陀
那
和
上
に
継
承
さ
れ
ま
す
。

本
妙
日
臨
律
師
は
『
本
化
別
題
教
観
撮
要
』
に
お
い
て
本
尊
を
、
①
顕
露
本
尊
（
本
門
の
本
尊
、
久
遠
実
成
釈
尊
）
、
②
深
秘
本
尊

（
観
心
の
本
尊
、
十
界
本
有
無
作
本
仏
ｌ
大
曼
茶
羅
）
の
二
種
に
分
け
ま
す
。
こ
れ
も
教
観
本
尊
論
の
一
形
態
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

優
陀
那
日
輝
和
上
は
『
妙
宗
本
尊
弁
』
に
お
い
て
本
尊
を
本
門
釈
尊
と
大
曼
茶
羅
に
二
分
し
、
そ
の
本
体
は
一
体
で
あ
る
と
し
（
一
妙

日
導
の
継
承
）
、
人
本
尊
で
あ
る
と
し
（
草
山
元
政
の
継
承
）
、
こ
の
人
本
尊
に
立
脚
し
て
教
門
本
尊
・
観
門
本
尊
を
分
け
て
い
ま
す
（
心

性
日
遠
の
継
承
）
。
優
陀
那
和
上
は
、
先
師
の
良
い
と
こ
ろ
を
総
合
し
て
自
ら
の
本
尊
論
を
構
築
し
て
い
る
と
理
解
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
一
尊
（
釈
尊
）
・
二
尊
（
釈
尊
多
宝
）
・
題
目
（
表
）
を
教
門
本
尊
と
し
て
傍
意
と
し
、
題
目
（
裏
）
・
大
曼
茶
羅
を
観
門
本
尊
と

し
て
正
意
と
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
本
尊
略
弁
』
で
は
、
本
尊
の
意
義
を
根
本
尊
崇
・
本
来
尊
重
・
本
有
尊
形
の
三
方
面
か
ら
論
じ
、

卓
越
し
た
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。
優
陀
那
和
上
の
本
尊
義
は
、
佐
前
佐
後
の
教
観
本
尊
の
傍
正
等
、
細
か
く
言
え
ば
更
に
複
雑
で
す
が
、

大
要
を
以
上
の
通
り
と
し
て
掲
げ
て
み
ま
し
た
。
綿
密
な
論
考
で
す
の
で
、
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

桓
春
日
智
上
人
（
一
八
一
九
’
一
八
五
四
）
は
優
陀
那
和
上
の
本
尊
義
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
五
大
本
尊
義
（
大
曼
茶
羅
の
本
体
は
行
者

の
五
大
と
す
る
義
）
を
加
上
し
て
い
き
ま
す
。

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）
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Ｃ
、
近
代
の
本
尊
論
外
観

優
陀
那
日
輝
和
上
の
本
尊
論
を
全
面
的
に
継
承
し
た
日
蓮
宗
の
学
匠
と
し
て
立
正
大
学
第
八
代
．
十
一
代
学
長
清
水
龍
山
師
が
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
著
書
『
本
門
本
尊
論
』
は
優
陀
那
教
学
の
敷
術
・
発
展
と
言
え
ま
す
。
こ
の
書
は
、
法
華
経
中
心
の
釈
尊
本
尊
論
を
掲
げ
た

本
多
日
生
師
や
、
田
辺
善
知
師
の
本
尊
論
を
意
識
し
な
が
ら
も
の
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
龍
山
師
は
、
清
水
梁
山
師
・
高
佐
貫
長
師
等
の
天

皇
本
尊
論
に
対
し
、
激
し
い
批
判
を
展
開
し
ま
す
。
龍
山
師
の
信
奉
し
た
優
陀
那
教
学
は
、
望
月
歓
厚
・
茂
田
井
教
亨
の
両
師
を
画
期
と

し
て
、
そ
れ
ま
で
の
全
面
的
依
用
・
継
承
か
ら
、
批
判
的
分
析
・
超
克
の
対
象
と
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
尊
論
に
関
し

て
も
、
第
６
節
に
見
る
よ
う
に
、
新
た
な
展
開
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
つ
ぽ
う
田
中
智
学
居
士
は
、
「
木
像
を
以
て
正
式
の
本
尊
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
宗
門
と
し
て
本
尊
を
統
一
す
べ
き

と
の
論
を
展
開
し
、
具
体
的
に
は
佐
渡
始
顕
の
御
本
尊
を
宗
定
本
尊
と
す
べ
し
と
し
ま
し
た
。
含
妙
宗
』
「
本
尊
瓊
談
」
・
「
本
尊
造
立

私
儀
」
（
明
治
四
十
年
・
四
十
一
年
）
等
。
）
そ
れ
を
承
け
て
山
川
智
應
居
士
は
『
本
門
本
尊
論
』
に
お
い
て
総
合
的
論
議
を
展
開
し
、

「
本
門
本
尊
は
畢
覚
し
て
超
越
の
宗
教
な
り
」
と
結
論
づ
け
て
お
り
ま
す
。

着
実
な
文
献
主
義
に
基
づ
く
大
曼
茶
羅
本
尊
の
整
理
・
統
合
・
分
析
を
進
め
た
流
れ
と
し
て
、
片
岡
随
喜
居
士
ｌ
山
中
喜
八
居
士
の
立

正
安
国
会
の
系
譜
を
顕
彰
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

戦
後
は
日
蓮
系
新
興
宗
教
の
台
頭
が
あ
り
、
冨
士
門
流
大
石
寺
系
の
宗
祖
本
仏
論
に
根
ざ
し
た
本
尊
論
へ
立
正
佼
成
会
に
よ
る
通
仏
教

的
釈
尊
観
に
立
っ
た
独
特
の
一
尊
四
士
本
尊
観
、
等
が
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

以
上
の
よ
う
な
中
世
・
近
世
に
お
け
る
日
蓮
教
団
内
の
本
尊
論
は
、
と
も
す
る
と
形
式
論
的
に
な
り
が
ち
な
観
も
否
め
ま
せ
ん
。
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こ
の
よ
う
な
流
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
一
度
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、
日
蓮
聖
人
の
大
曼
茶
羅
本
尊
を
見
つ
め
る
こ
と
が
、
現
時
点
に

課
せ
ら
れ
て
い
る
課
題
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
仏
教
を
通
覧
す
る
と
、
曼
陀
羅
様
式
に
関
し
、
連
続
性
と
不
連
続
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
曼
茶
羅
と
言
え
ば
誰

も
が
思
い
起
こ
す
の
は
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
’
八
三
五
）
が
日
本
に
将
来
し
た
真
言
密
教
に
お
け
る
曼
茶
羅
で
す
が
、
明
恵
上
人
・

親
鶯
聖
人
．
一
遍
上
人
の
曼
陀
羅
は
、
様
式
も
、
そ
の
内
面
的
意
味
も
少
し
く
異
な
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

真
言
密
教
の
曼
陀
羅
は
周
知
の
よ
う
に
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
二
種
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
金
剛
界
曼
陀
羅
は
、

大
日
如
来
の
金
剛
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
の
如
き
堅
固
な
る
智
慧
が
展
開
さ
れ
た
世
界
と
さ
れ
ま
す
。
い
つ
ぼ
う
胎
蔵
界
曼
陀
羅
は
、
大
日

如
来
の
慈
悲
が
、
胎
児
の
宿
る
母
胎
の
世
界
と
い
う
基
本
的
意
味
か
ら
出
発
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
二
種
の
曼
陀
羅
を
基
本
と

し
て
、
日
本
の
台
東
両
密
の
曼
陀
羅
が
様
々
に
展
開
・
変
容
を
繰
り
返
す
の
で
あ
り
ま
す
が
、
曼
陀
羅
の
思
想
は
、
真
言
密
教
の
教
義
に

の
み
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

親
鶯
聖
人
（
二
七
三
’
二
一
六
三
の
自
筆
の
名
号
本
尊
は
三
種
あ
り
ま
す
が
、
三
種
と
も
に
ま
っ
た
く
違
っ
た
阿
弥
陀
仏
の
表
現

で
あ
る
こ
と
は
、
有
名
で
す
。
現
在
真
蹟
と
し
て
は
高
田
派
専
修
寺
・
本
派
本
願
寺
・
三
河
妙
源
寺
等
に
蔵
す
る
名
号
本
尊
は
、
「
帰
命

尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
「
南
無
不
可
思
議
光
仏
」
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
、
十
字
・
八
字
・
六
字
等
の
三
種
で
、
多
く
は
上
下
に
経
釈
の
讃

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

い
と
存
じ
ま
す
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
大
曼
茶
羅
本
尊
の
問
題
に
入
る
前
に
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
曼
茶
羅
の
諸
様
式
の
展
開
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た

２
、
真
言
密
教
の
曼
陀
羅
と
、
明
恵
・
親
鶯
．
一
遍
ら
に
見
る
曼
陀
羅
様
式
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

文
が
あ
り
、
中
央
に
大
き
く
名
号
を
記
し
た
紙
本
墨
書
で
、
お
よ
そ
縦
三
尺
・
横
一
尺
内
外
で
、
執
筆
の
年
記
が
あ
る
も
の
は
八
三
歳
と

八
四
歳
で
す
。
名
号
本
尊
は
親
鶯
の
創
始
で
あ
る
と
い
い
ま
す
（
宮
崎
圓
遵
著
『
親
鶯
の
研
究
』
下
、
一
四
頁
）
。

明
恵
上
人
（
二
七
三
’
一
二
三
二
）
は
華
厳
宗
を
再
興
し
、
戒
律
を
厳
守
し
た
清
廉
な
る
高
僧
で
す
が
、
明
恵
の
華
厳
宗
は
「
嚴
密

一
致
」
す
な
わ
ち
華
厳
と
真
言
の
思
想
の
宥
和
を
核
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
明
恵
が
練
若
台
の
草
庵
に
懸
け
て
、
毎
日
三
時
九
返
に

称
礼
き
せ
た
曼
陀
羅
（
三
宝
礼
名
字
本
尊
）
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

『
華
厳
経
」
の
仏
と
い
い
ま
す
と
、
東
大
寺
の
大
仏
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
仏
は
、
。
即
多
、
多
即
こ
「
極
大
極

微
」
の
華
厳
の
教
理
を
顕
す
盧
舎
那
仏
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
宇
宙
の
全
て
の
極
小
の
存
在
は
宇
宙
全
体
と
一
体
で
あ
り
、
宇
宙
全
体
が
、

そ
れ
を
構
成
す
る
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
事
物
に
宿
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
図
の
両
側
に
画
か
れ
る
四
つ
の
心
は
、
「
華
厳
経
」
に
説
か
れ
る
二
十
種
の
菩
提
心
の
内
の
四
心
で
、
し
か
も
こ
れ
が
達
成
さ
れ

る
な
ら
ば
、
盧
舎
那
仏
の
持
つ
四
つ
の
智
慧
（
四
智
）
と
な
る
と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
ま
ま

の
姿
、
あ
る
い
は
別
々
の
異
な
る
姿
で
あ
ら
わ
れ
る
仏
陀
の
教
え
や
、
そ
れ
を
伝
え
る
僧
に
向
か
っ
て
礼
拝
す
る
様
子
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
菩
提
心
を
拝
む
こ
と
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
仏
陀
の
完
成
し

た
悟
り
の
世
界
を
拝
ま
な
い
で
、
未
完
成
の
菩
提
心
を
拝
む
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
煩
悩
の
中
か
ら
初
め
て
す
ぐ
れ
た
心
を
起
こ
す

万
相
荘
嚴
金
剛
界
心
大
勇
猛
知
慧
蔵
心

南
無
同
相
別
相
位
持
仏
法
僧
三
宝

如
那
羅
延
堅
固
憧
心
如
衆
生
海
不
可
尽
心
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こ
と
こ
そ
も
っ
と
も
尊
敬
す
べ
き
こ
と
で
、
す
ぐ
れ
た
心
を
か
い
ま
見
る
こ
と
は
三
日
月
を
拝
む
よ
う
な
も
の
で
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て

必
ず
満
月
の
よ
う
な
仏
果
に
到
達
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

や
が
て
こ
れ
は
、
「
五
秘
密
仏
光
合
行
の
事
相
」
と
い
う
思
想
へ
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
華
厳
宗
で
行
わ
れ
て
い
る
仏
光

三
昧
観
（
仏
の
光
明
を
観
察
す
る
瞑
想
法
）
と
五
秘
密
次
第
（
金
剛
界
の
五
人
の
菩
薩
の
曼
陀
羅
を
本
尊
と
し
て
滅
罪
を
祈
る
法
）
と

が
一
体
化
し
た
も
の
で
す
。
前
掲
の
曼
陀
羅
の
四
方
は
四
智
を
あ
ら
わ
し
ま
す
が
、
中
央
と
合
わ
せ
て
五
智
に
ま
と
め
ら
れ
れ
ば
、
金

剛
界
曼
陀
羅
の
図
像
的
パ
タ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。
明
恵
は
、
左
の
よ
う
な
図
の
前
で
仏
光
観
の
修
行
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
普
く
一
切
を
照
ら
す
諸
仏
の
智
慧
の
光
明
を
観
察
す
る
修
行
を
通
じ
て
、
自
ら
の
一
心
を
浄
め
、
智
慧
の
光
を
輝
か
し
め
、
空
と

同
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
爲
の
図
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
明
恵
は
、
こ
の
修
行
に
よ
っ
て
「
生
死
即
浬
藥
（
人
々
が
祐
裡
う
生
死
流

転
の
世
界
に
即
し
て
、
た
だ
ち
に
不
生
不
滅
の
悟
り
の
世
界
が
あ
る
）
、
煩
悩
即
菩
提
（
一
般
に
は
煩
悩
を
断
ち
切
っ
て
は
じ
め
て
到
達

で
き
る
と
さ
れ
る
仏
陀
の
お
悟
り
が
、
実
は
煩
悩
に
即
し
て
存
在
す
る
）
、
凡
即
是
仏
（
凡
人
の
世
界
か
ら
遠
く
高
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に

い
ら
っ
し
や
る
と
さ
れ
る
仏
陀
が
、
実
は
私
た
ち
凡
人
に
即
し
て
存
在
す
る
）
」
を
体
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
す
。

こ
の
明
恵
の
本
尊
は
、
嚴
密
一
致
思
想
に
淵
源
す
る
も
の
で
す
が
、
実
質
的
な
内
容
お
よ
び
形
態
は
、
真
言
密
教
の
曼
陀
羅
本
尊
と
は

異
な
る
変
容
を
遂
げ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
（
石
井
教
道
「
厳
密
の
始
祖
高
弁
」
〈
日
本
仏
教
宗
史
論
集
〉
第
二
巻
「
南
都
六
宗
』

一
遍
上
人
（
三
一
三
九
’
三
一
八
九
）
に
は
、
法
然
上
人
（
二
三
三
’
二
一
二
一
）
よ
り
も
深
い
名
号
に
対
す
る
思
い
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
法
然
に
と
っ
て
名
号
と
は
「
阿
弥
陀
」
の
三
字
、
ま
た
は
「
阿
弥
陀
仏
」
の
四
字
で
あ
り
ま
し
た
が
、
弟
子
の
証
空
（
二

七
七
’
一
二
四
七
）
は
名
号
を
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
文
字
と
と
ら
え
始
め
、
一
遍
に
至
っ
て
こ
の
傾
向
が
強
く
な
り
ま
す
。
っ

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

３
２
７
頁
。

３
３
２
頁
ほ
か
）

（
一
二
三
九
’
一
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

ま
り
一
遍
は
、
こ
の
六
字
名
号
の
中
に
、
阿
弥
陀
仏
が
有
す
る
以
上
の
、
衆
生
救
済
に
関
す
る
絶
対
力
を
見
出
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

阿
弥
陀
仏
の
位
置
は
二
義
的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
名
号
に
こ
そ
救
済
の
絶
対
力
が
存
在
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
名
号
至
上
主
義
を
徹

底
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
す
含
十
一
不
二
の
頌
」
『
六
十
万
人
の
頌
」
「
六
字
無
生
の
頌
』
参
照
）
。
一
遍
は
、
人
も
仏
も
往
生
も
何
も
か

も
す
べ
て
六
字
の
名
号
に
収
ま
り
、
名
号
こ
そ
が
全
て
の
真
理
の
世
界
で
あ
る
と
受
け
止
め
た
の
で
す
。
一
遍
は
諸
国
を
遊
行
し
、
「
南

無
阿
弥
陀
仏
溢
計
錘
醤
と
刷
ら
れ
た
縦
一
○
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
紙
の
名
号
札
を
、
会
う
入
ご
と
に
配
り
ま
し
た
。
念
仏
に
縁
を
結
ば
せ
る

た
め
の
札
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
名
号
札
は
、
他
師
の
本
尊
と
は
や
や
異
な
り
ま
す
が
、
一
遍
に
と
っ
て
の
唯
一
の
絶
対
的
救
済
の
世
界
そ

の
も
の
を
あ
ら
わ
す
六
字
名
号
を
人
々
に
配
布
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
尊
の
同
一
線
上
に
あ
る
と
見
た
い
の
で
す
。

親
鶯
聖
人
の
名
号
本
尊
へ
一
遍
上
人
の
名
号
札
等
も
、
渡
邊
喜
勝
氏
に
よ
り
、
音
声
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
示
唆
が
な
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
（
ヨ
遍
智
真
の
宗
教
論
』
「
文
字
マ
ン
ダ
ラ
の
世
界
』
等
参
照
）
。

こ
の
よ
う
に
、
真
言
密
教
に
限
ら
ず
、
仏
教
の
世
界
（
法
界
）
を
認
識
し
表
現
す
る
手
段
と
し
て
、
曼
茶
羅
的
な
図
像
の
展
開
が
確
認

で
き
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
日
蓮
聖
人
の
大
曼
茶
羅
に
つ
い
て
検
討
し
て
行
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。日

蓮
聖
人
真
蹟
の
大
曼
茶
羅
は
現
在
一
二
○
余
幅
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
一
○
巻
（
立
正
安
国
会
版

『
日
蓮
聖
人
御
本
尊
集
」
を
再
録
）
に
は
、
文
永
期
二
五
幅
、
建
治
期
一
二
幅
、
弘
安
期
七
七
幅
の
一
二
三
幅
の
真
筆
大
曼
茶
羅
の
影
写

を
収
録
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
二
幅
の
大
曼
茶
羅
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
失

３
、
大
曼
茶
羅
に
お
け
る
諸
尊
の
配
置
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等
で
現
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
曼
茶
羅
を
含
め
て
身
延
山
三
三
世
遠
沽
日
亨
上
人
が
、
そ
の
当
時
の
聖
人
自
筆
の
大
曼
茶
羅
を
収
録
し

た
『
御
本
尊
鑑
」
が
あ
り
、
ま
た
稲
田
海
素
師
「
御
本
尊
写
真
鑑
』
が
あ
り
ま
す
。

聖
人
の
大
曼
茶
羅
の
中
心
を
な
す
中
央
の
首
題
は
、
「
法
」
を
除
く
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
か
ら
「
光
明
点
」
と
呼
ば
れ
る
線
が
長
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
首
題
は
、
釈
尊
の
説
き
た
も
う
た
法
華
経
・
題
目
を
あ
ら
わ
す
と
共
に
、
久
遠
本
仏
釈
尊
の
根
源
を
示
す
も
の
と
も

拝
察
さ
れ
ま
す
。
聖
人
は
「
開
目
抄
」
に
お
い
て
。
念
三
千
の
種
子
」
こ
そ
が
、
す
べ
て
の
仏
陀
の
根
源
で
あ
る
と
も
説
か
れ
ま
す

首
題
の
左
右
に
は
釈
尊
牟
尼
仏
と
多
宝
仏
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
他
、
場
合
に
よ
っ
て
十
方
分
身
諸
仏
、
東
方
善
徳
仏
等
が
配
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
法
華
経
は
釈
尊
の
説
法
と
多
宝
如
来
の
真
実
の
証
明
。
さ
ら
に
諸
仏
の
讃
歎
・
衆
生
へ
の
諫
暁
が
揃
っ
て
成
立
す
る
経
典
と
言
え

ま
す
。
善
徳
仏
等
の
仏
は
十
方
分
身
諸
仏
の
中
に
含
ま
れ
る
と
理
解
し
、
さ
ら
に
十
方
分
身
諸
仏
は
本
体
の
釈
迦
牟
尼
仏
に
収
束
さ
れ
る

と
考
え
る
な
ら
ば
、
首
題
（
久
遠
本
仏
釈
尊
の
種
子
、
一
念
三
千
の
種
子
）
と
釈
迦
牟
尼
仏
・
多
宝
仏
・
十
方
分
身
諸
仏
の
三
仏
が
一
体

と
な
っ
た
姿
が
大
曼
茶
羅
の
中
央
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
拝
せ
ま
し
よ
う
。
そ
の
、
三
仏
が
一
体
と
な
っ
た
久
遠
本
仏
と
も
い
え
る
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
」
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
「
南
無
多
宝
如
来
」
の
両
脇
に
は
、
さ
ら
に
本
化
の
四
大
菩
薩
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
大
曼
茶
羅
の

中
に
一
尊
四
士
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
が
そ
れ
に
当
た
る
で
し
ょ
う
。

以
上
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
中
心
と
し
て
、
最
上
段
に
描
か
れ
た
部
分
こ
そ
、
こ
の
大
曼
茶
羅
の
中
心
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、
崇
敬
し
帰
依
す
る
聖
な
る
境
地
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
下
や
両
側
に
、
諸
菩
薩
や
肉
身
を
伴
っ
た
釈
尊
の
直
弟
子
、
諸
天
が
書
き
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
文
殊
菩
薩
」
「
普
賢
菩

薩
」
は
迩
化
の
菩
薩
、
「
舎
利
弗
」
「
目
連
」
等
の
声
聞
の
弟
子
は
法
華
経
に
お
い
て
菩
薩
道
に
開
会
さ
れ
ま
す
。
「
梵
天
」
「
帝
釈
」
「
大

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

亀
定
遣
』
五
七
九
頁
取
意
）
。
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

日
天
子
」
「
大
月
天
子
」
等
の
天
の
神
々
も
法
華
経
・
久
遠
本
仏
に
帰
依
し
た
姿
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。
「
鬼
子
母
神
」
「
十
羅
刹
女
」
等

の
鬼
も
、
四
天
王
も
、
「
不
動
明
王
」
「
愛
染
明
王
」
さ
え
も
、
法
華
経
・
久
遠
本
仏
の
下
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
法
華
経
弘
通
の

先
師
で
あ
る
「
龍
樹
菩
薩
」
「
天
台
大
師
」
「
伝
教
大
師
」
等
も
列
座
せ
し
め
ら
れ
ま
す
。
一
番
下
に
は
、
聖
人
自
身
の
「
日
蓮
」
と
い
う

自
署
と
花
押
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

も
出
て
き
ま
す
。

日
蓮
聖
人
の
諸
宗
批
判
は
、
お
お
ま
か
に
言
え
ば
念
仏
↓
禅
↓
東
密
↓
台
密
と
い
う
流
れ
で
展
開
さ
れ
、
密
教
の
超
克
は
日
蓮
仏
教
の

最
終
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
若
き
日
の
日
蓮
聖
人
の
依
拠
と
し
た
清
澄
寺
は
台
密
寺
院
で
あ
り
、
聖
人
自
体

を
智
者
と
し
て
目
覚
め
立
た
せ
た
き
っ
か
け
は
、
清
澄
寺
の
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩
に
向
か
い
求
聞
持
法
を
修
し
て
智
慧
の
宝
珠
を

得
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
（
「
清
澄
寺
大
衆
中
』
『
定
遺
』
二
三
三
頁
」
）
。
つ
ま
り
密
教
の
超
克
は
、
聖
人
に
と
っ
て
の
最
終
的
な
超

克
の
段
階
で
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

顕
密
体
制
の
中
に
あ
っ
た
当
時
の
日
本
国
に
お
い
て
、
一
切
経
を
法
華
経
に
よ
っ
て
統
一
し
超
克
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
然
的
に
顕

大
曼
茶
羅
本
尊
に
関
し
古
来
よ
り
問
題
視
さ
れ
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
不
動
明
王
・
愛
染
明
王
の
種
子
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
明
王
は
本
来
、
大
日
如
来
の
脇
士
と
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
『
開
目
抄
」
（
「
定
遣
』
五
七
六
頁
）
等
で
、
久
遠

本
仏
釈
尊
は
諸
仏
を
統
一
す
る
仏
と
し
て
叙
述
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
日
如
来
も
「
十
方
分
身
諸
仏
」
の
中
に
含
め
ら
れ
、
法
華
経
は
顕
密

二
教
を
統
一
す
る
真
の
経
王
で
あ
り
、
久
遠
本
仏
釈
尊
は
全
て
の
顕
密
の
諸
仏
諸
尊
を
統
一
す
る
究
極
の
本
尊
で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い

４
、
不
動
・
愛
染
の
意
味
、
花
押
の
意
味
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密
二
教
を
法
華
経
に
よ
っ
て
止
揚
統
一
し
超
克
す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
必
要
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
諸
要
素
を
踏
ま
え
、
不
動
・
愛
染
が
法
華
経
の
久
遠
の
世
界
に
開
会
さ
れ
た
姿
と
し
て
大
曼
茶
羅
本
尊
中
に
勧
請
さ
れ
て

い
る
と
す
る
解
釈
が
可
能
と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
察
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
聖
人
の
花
押
に
つ
い
て
も
、
バ
ン
字
・
ボ
ロ
ン
字
（
弘
安
元
年
に
バ
ン
字
か
ら
ボ
ロ
ン
字
へ
変
化
）
で
あ
る
と
の
説
、
妙
の
字

で
あ
る
と
の
説
等
が
あ
り
ま
す
。
古
来
よ
り
様
々
な
論
議
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
論
議
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
そ
の
意
味

は
「
こ
の
大
曼
茶
羅
は
、
日
蓮
が
末
法
の
衆
生
の
た
め
の
本
尊
と
し
て
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
こ
の
世
界
に
よ
っ
て
衆
生
の
成

仏
を
保
証
す
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
簡
潔
に
理
解
し
た
い
の
で
す
。

大
曼
茶
羅
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
聖
人
の
宗
教
的
境
地
は
、
龍
口
法
難
の
時
に
開
け
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
法
華

経
の
世
界
を
文
章
の
上
で
抽
象
的
に
示
し
て
き
た
聖
人
が
、
こ
の
龍
口
法
難
を
契
機
と
し
て
、
以
後
に
わ
か
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ァ
ル
に
法
華
経

世
界
を
大
曼
茶
羅
を
通
じ
て
説
示
し
出
し
た
こ
と
は
、
本
化
地
涌
四
大
菩
薩
の
上
首
上
行
菩
薩
の
自
覚
の
確
立
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い
も
の
で
し
ょ
う
。

文
永
・
建
治
・
弘
安
年
間
と
展
開
す
る
な
か
で
、
聖
人
の
大
曼
茶
羅
本
尊
図
顯
の
形
態
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来

と
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
文
永
十
年
四
月
の
始
顕
本
尊
（
※
大
曼
茶
羅
と
し
て
整
っ
た
形
と
し
て
始
め

て
顕
さ
れ
た
本
尊
で
す
。
こ
れ
以
前
に
楊
枝
本
尊
等
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
『
本
尊
抄
」
本
尊
段
の
叙
述
に
沿
っ
た
大
曼
茶
羅
は
、
こ
れ

が
始
め
て
と
い
え
ま
す
）
は
焼
失
し
て
い
ま
す
が
、
日
亨
上
人
の
「
御
本
尊
鑑
」
で
確
認
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
列
座
の
諸
尊
す
べ
て
に

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

５
、
文
永
Ｃ
建
治
・
弘
安
年
間
の
形
態
の
変
化
に
つ
い
て
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

「
南
無
」
を
冠
し
て
い
る
の
で
「
総
帰
命
の
本
尊
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
総
帰
命
の
か
た
ち
は
文
永
十
二
年
四
月
ま
で
続
き
ま
す
が
、
以
後

は
四
聖
帰
命
式
（
仏
・
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
の
み
に
「
南
無
」
を
冠
す
る
形
）
に
安
定
し
て
い
き
ま
す
。

大
曼
茶
羅
は
縦
に
三
段
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
第
一
段
は
釈
迦
・
多
宝
・
分
身
仏
等
の
諸
仏
お
よ
び
本
化
四
菩
薩
が
勧
請
さ
れ
ま

す
。
第
二
段
は
主
に
釈
尊
在
世
の
弟
子
が
書
き
記
さ
れ
ま
す
。
第
三
段
は
法
華
経
弘
通
の
先
師
・
鬼
神
・
日
本
の
諸
神
等
が
配
さ
れ
ま
す
。

特
に
十
羅
刹
女
の
座
配
は
変
化
が
多
く
、
①
文
永
か
ら
建
治
の
末
ま
で
は
時
に
第
二
段
で
あ
っ
た
り
第
三
段
で
あ
っ
た
り
未
定
の
状
態
、

②
建
治
元
年
十
一
月
の
大
曼
茶
羅
（
京
都
妙
顕
寺
蔵
）
で
は
第
二
段
の
菩
薩
の
下
に
配
さ
れ
、
③
弘
安
以
後
の
も
の
で
は
修
羅
、
輪
王
、

竜
王
、
提
婆
等
が
お
お
む
ね
第
二
段
目
と
第
三
段
目
と
の
間
あ
た
り
に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
四
隅
の
四
天
王
の
配
置
は
、
文
永
・
建

治
の
頃
は
混
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
始
顕
本
尊
な
ら
び
に
弘
安
期
晩
年
は
東
方
持
国
天
が
右
上
、
西
方
広
目
天
が
右
下
、
北
方
毘
沙
門

天
が
左
上
、
南
方
増
長
天
が
左
下
と
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
厳
密
に
見
れ
ば
、
大
曼
茶
羅
の
勧
請
諸
尊
と
そ
の
座
配
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
曼
茶
羅
が
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
き
く
見
れ
ば
、
弘
安
期
後
半
に
は
安
定
し
た
形
式
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
窺
え
ま
す
。

釈
迦
牟
尼
仏
・
多
宝
仏
。
釈
尊
の
脇
士
は
上
行
等
の
四
菩
薩
。

は
、
小
乗
の
釈
尊
は
迦
葉
・
阿
難
を
脇
士
と
爲
し
、
権
大
乗
な
ら
び
に
浬
藥
・
法
華
経
の
迩
門
等
の
釈
尊
は
文
殊
・
普
賢
等
を
以
て
脇
士

望
月
歓
厚
・
鈴
木
一
成
・
執
行
海
秀
の
諸
先
生
は
、
一
尊
四
‐

「
観
心
本
尊
抄
」
の
本
尊
段
に
は
「
そ
の
本
尊
の
体
た
ら
く
、

６
、
一
尊
四
士
と
大
曼
茶
羅

一
尊
四
士
本
尊
論
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

、
本
師
の
娑
婆
の
上
に
宝
塔
空
に
居
し
、
塔
中
の
妙
法
蓮
華
経
の
左
右
に
１

…
是
の
如
き
本
尊
は
在
世
五
十
余
年
に
之
な
し
。
…
正
像
二
千
余
年
の
間
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…
と
爲
す
。
こ
れ
ら
の
仏
を
正
像
に
造
り
画
け
ど
も
、
い
ま
だ
寿
量
の
仏
ま
し
ま
さ
ず
。
末
法
に
来
入
し
て
始
め
て
こ
の
仏
像
、
出
現
せ
し

む
く
き
か
。
…
本
門
寿
量
品
の
本
尊
な
ら
び
に
四
大
菩
薩
を
ば
三
国
の
王
臣
と
も
に
い
ま
だ
崇
重
せ
ざ
る
由
、
之
を
申
す
」
等
と
説
か
れ

て
お
り
ま
す
。
①
の
部
分
を
中
心
的
に
見
る
と
大
曼
茶
羅
本
尊
論
に
な
り
ま
す
し
、
②
③
を
中
心
的
に
考
え
て
①
を
見
る
と
一
尊
四
士
本

尊
論
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
一
尊
四
士
本
尊
論
の
主
張
は
、
「
そ
の
本
尊
の
体
た
ら
く
」
と
し
て
指
し
て
い
る
本
尊
と
は
、
本
化

四
菩
薩
を
脇
士
と
す
る
本
門
寿
量
品
の
釈
尊
で
あ
り
、
大
曼
茶
羅
は
、
そ
の
寿
量
品
の
釈
尊
を
含
め
た
輪
円
具
足
の
法
華
経
世
界
で
あ
る
、

と
す
る
も
の
と
窺
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
も
久
遠
本
仏
釈
尊
が
中
心
で
あ
り
、
脇
士
に
よ
っ
て
、
そ
の
久
遠
性
が
示
さ
れ
る
と

い
う
主
張
で
す
。
そ
の
久
遠
本
仏
（
本
尊
）
の
下
で
、
様
々
な
諸
仏
・
諸
菩
薩
・
諸
天
善
神
が
統
一
さ
れ
た
姿
が
大
曼
茶
羅
で
あ
る
と
い

い
う
主
張
で
す
。
そ
の
久
善

う
主
張
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

教
主
釈
尊
を
中
心
と
す
る
一
尊
四
士
の
形
態
は
、
久
遠
実
成
を
明
ら
か
に
す
る
本
門
法
華
経
の
仏
陀
の
す
が
た
を
鮮
明
に
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
蓮
聖
人
が
、
大
曼
茶
羅
本
尊
を
図
顕
さ
れ
た
本
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
点
で
あ
る
と
筆
者

は
考
え
ま
す
。
綿
密
な
論
理
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
文
を
虚
心
に
拝
し
ま
す
と
、

大
曼
茶
羅
も
一
尊
四
士
も
、
久
遠
本
仏
釈
尊
の
法
華
経
世
界
を
示
し
た
同
一
の
本
尊
で
あ
る
と
窺
わ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
『
本

尊
抄
」
の
御
文
章
が
理
解
で
き
な
く
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
し
、
大
曼
茶
羅
図
顯
・
門
下
授
与
の
意
義
が
明
確
に
な
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
非
常
に
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
、
立
正
安
国
会
編
『
御
本
尊
集
」
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
大
曼
茶
羅
本
尊
は
二
一
三
幅
（
現
存
が
確
認
さ

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

７
、
大
曼
茶
羅
奉
安
の
場
所
ｌ
法
華
堂
と
大
曼
茶
羅
Ｉ
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

れ
て
い
る
本
尊
は
全
部
で
一
二
五
幅
）
で
す
。
そ
の
中
で
、
一
紙
に
図
顯
さ
れ
た
も
の
が
五
○
幅
、
二
枚
継
九
幅
、
三
枚
継
五
一
幅
、
四

枚
継
三
幅
、
十
枚
継
二
幅
、
そ
の
他
六
枚
継
・
八
枚
継
・
一
二
枚
継
・
一
八
枚
継
・
二
十
枚
継
・
二
八
枚
継
各
一
幅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
現
在
、
伝
え
ら
れ
る
大
曼
茶
羅
の
圧
到
的
多
数
は
一
紙
乃
至
三
枚
継
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
曼
茶
羅
本
尊
を
奉
安
す
る
道
場
と
し
て
「
法
華
堂
」
の
存
在
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
「
開

目
抄
』
（
『
定
本
」
五
六
七
頁
）
、
『
富
城
入
道
殿
御
返
事
』
含
定
本
』
一
八
八
八
頁
）
に
「
法
華
堂
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
、
法
華
経
を
信

奉
す
る
門
下
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
上
古
の
日
蓮
教
団
に
お
い
て
は
具
体
的
に
は
、
①
下
総
若
宮
法
華
堂
（
富

木
常
忍
）
、
②
鎌
倉
比
企
谷
法
華
堂
（
比
企
能
本
・
日
朗
）
、
③
身
延
山
久
遠
寺
（
南
部
実
長
）
、
④
上
総
茂
原
法
華
堂
（
齋
藤
兼
綱
・
日

向
）
、
⑤
下
総
平
賀
法
華
堂
（
曽
谷
教
信
・
）
⑥
下
総
真
間
弘
法
寺
（
富
木
常
忍
）
、
⑦
武
蔵
池
上
（
池
上
宗
仲
）
、
⑧
鎌
倉
弁
阿
闇
梨
の

坊
（
日
昭
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
で
も
⑧
に
つ
い
て
は
、
「
両
人
御
中
御
書
』
（
弘
安
三
年
十
月
二
十
日
、
真
蹟
京
都
妙
顕
寺
）
と
日
照
授
与
本
尊
（
建
治
二
年
、
八
枚

継
、
玉
沢
妙
法
華
寺
。
日
昭
授
与
と
思
わ
れ
る
）
・
日
昭
授
与
本
尊
（
弘
安
三
年
十
一
月
、
十
二
枚
継
、
玉
沢
妙
法
華
寺
）
を
注
意
深
く

拝
察
し
ま
す
と
、
弘
安
三
年
に
鎌
倉
の
弁
阿
闇
梨
の
坊
（
法
華
堂
）
が
新
た
に
拡
張
さ
れ
た
と
き
、
日
蓮
聖
人
は
『
両
人
御
中
御
書
」
を

送
っ
て
こ
れ
を
褒
め
た
た
え
、
そ
の
翌
月
、
新
た
な
堂
宇
の
爲
に
十
二
枚
継
の
本
尊
を
授
与
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
京
都
本
圀
寺

蔵
本
尊
（
十
枚
継
、
も
と
鎌
倉
妙
法
寺
蔵
と
推
察
さ
れ
る
）
、
阿
仏
房
妙
宣
寺
蔵
本
尊
（
一
八
枚
継
）
、
平
賀
本
土
寺
蔵
本
尊
（
二
十
枚
継
）

等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
心
の
法
華
堂
に
奉
掲
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
聖
人
よ
り
少
し
前
の
時
代
に
活
躍
し
た
親
鶯
の
拠
点
は
小
堂
で
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
有
力
な
寺
院
へ
と
発
展
し
た

の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
従
来
あ
っ
た
道
場
に
寓
居
し
た
場
合
以
外
、
す
な
わ
ち
親
鶯
と
そ
の
教
団
が
小
堂
を
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結
ん
で
布
教
拠
点
に
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
名
号
本
尊
が
掲
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
宮
崎
圓
遵
著

『
親
鶯
の
研
究
』
下
、
一
二
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
参
考
に
据
え
ま
す
と
、
上
記
の
よ
う
な
推
論
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

日
蓮
聖
人
御
真
筆
の
大
曼
茶
羅
が
唱
題
修
行
の
礼
拝
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
一
紙
に
図
顕
さ
れ
た
大

曼
茶
羅
は
弟
子
の
各
草
庵
や
、
信
徒
の
家
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
推
定
さ
れ
、
三
枚
継
以
上
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
の
門
下
の
集
合
体

が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
も
の
で
す
。

法
華
堂
が
さ
ら
に
大
き
な
寺
院
へ
と
発
展
し
て
行
く
中
で
、
本
堂
に
奉
安
す
る
曼
茶
羅
の
材
質
が
紙
か
ら
木
材
に
替
わ
っ
て
く
る
ケ
ー

ス
が
出
て
き
ま
す
。
中
尾
堯
師
は
、
本
尊
の
紙
本
か
ら
板
曼
茶
羅
へ
の
材
質
の
転
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
今
に
残
る

当
時
の
紙
本
の
曼
茶
羅
本
尊
が
と
て
も
良
好
な
保
存
状
態
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
門
下
の
講
会
の
折
に
掛
け
ら
れ
、
終
了
す
る
と
同
時

に
巻
き
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
団
の
発
展
と
と
も
に
宗
教
施
設
が
独
立
坊
か
ら
寺
へ
と
発
展
す
る
と
、
常
に
掲

げ
ら
れ
る
本
尊
、
い
つ
参
詣
し
て
も
礼
拝
で
き
る
常
住
の
本
尊
が
必
要
と
な
り
、
板
曼
茶
羅
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で

す
。
中
山
門
流
に
お
い
て
は
古
い
も
の
と
し
て
、
応
永
三
年
（
一
三
七
○
）
二
月
、
日
祐
（
一
二
九
八
’
一
三
七
四
）
染
筆
の
六
浦
上
行

寺
の
本
尊
が
確
認
で
き
ま
す
。
縦
三
尺
、
幅
一
尺
五
寸
、
厚
さ
一
寸
（
九
九
×
四
九
×
三
セ
ン
チ
）
が
確
認
で
き
ま
す
。
（
中
尾
堯
著

「
日
蓮
宗
の
成
立
と
展
開
』
一
八
五
～
一
八
六
頁
）
。

こ
の
大
き
さ
で
す
と
、
十
枚
継
の
紙
本
尊
と
お
な
じ
位
に
な
り
ま
す
。
大
石
寺
に
伝
承
さ
れ
る
板
曼
茶
羅
に
つ
い
て
も
、
宗
祖
の
も
の

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
富
士
門
流
が
発
展
し
て
い
く
中
で
造
立
さ
れ
た
曼
茶
羅
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

板
本
尊
に
関
連
す
る
論
文
と
し
て
は
、
影
山
堯
雄
先
生
の
「
わ
が
宗
御
本
尊
の
形
式
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
「
大
崎
学
報
」
一
○
○
号
）
、

塩
田
義
遜
先
生
の
「
大
曼
茶
羅
儀
相
の
研
究
」
舎
棲
神
』
二
二
号
）
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
祖
山
学
院
で
長
ら
く
教
鞭
を
と
ら
れ
た
塩
田

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

義
遜
先
生
は
、
決
し
て
本
尊
論
争
の
な
か
に
加
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し
実
は
地
道
に
大
曼
茶
羅
の
構
造
を
理
解
す

る
こ
と
を
考
え
つ
づ
け
て
、
研
究
を
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
大
曼
茶
羅
解
釈
の
基
本
と
な
る
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る

こ
と
を
讃
美
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
曼
茶
羅
は
、
初
期
の
も
の
は
別
と
し
て
、
文
永
十
二
年
四
月
以
降
、
「
仏
滅
後
二
千
二
百
三
十
余
年
之
間
一
閻
浮
提
之
内
未
曾
有
大

曼
茶
羅
也
」
等
の
讃
文
が
、
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
文
は
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
今
末
法
の
初
め
、
…
天
地
顛

倒
せ
り
、
迩
化
の
四
依
は
隠
れ
て
現
前
せ
ず
。
諸
天
そ
の
国
を
す
て
て
之
を
守
護
せ
ず
。
こ
の
時
、
地
涌
の
菩
薩
始
め
て
世
に
出
現
し
、

お
も

た
だ
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て
幼
稚
に
服
せ
し
む
。
因
誇
堕
悪
必
因
得
益
と
は
是
な
り
。
我
が
弟
子
、
之
を
惟
え
」
（
『
定
遺
』
七
一
九

頁
）
と
照
応
す
る
も
の
で
す
。
文
永
十
一
年
十
二
月
の
御
本
尊
（
保
田
妙
本
寺
蔵
）
の
讃
文
に
は
「
甲
斐
の
国
波
木
井
の
郷
の
山
中
に
お

い
て
之
を
図
す
。
大
覚
世
尊
入
滅
後
、
二
千
二
百
二
十
余
年
、
爾
り
と
い
え
ど
も
月
・
漢
・
日
の
三
ヶ
国
の
問
、
未
だ
こ
の
大
本
尊
有
ら

ず
。
或
い
は
知
り
て
之
を
弘
め
ず
。
或
い
は
之
を
知
ら
ず
。
我
が
慈
父
、
仏
智
を
以
て
之
を
隠
し
留
め
、
末
代
の
爲
に
之
を
残
し
た
ま
へ

り
。
後
五
百
歳
の
時
、
上
行
菩
薩
世
に
出
現
し
て
、
始
め
て
之
を
弘
宣
し
た
ま
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
化
地
涌
上
行
菩
薩
の
自
覚

に
立
ち
、
久
遠
本
仏
釈
尊
よ
り
譲
与
さ
れ
た
大
曼
茶
羅
本
尊
を
弘
宣
す
る
と
い
う
表
白
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
未
曾
有
」
云
々
以
外
の
各
種
の
讃
文
、
Ａ
「
当
知
身
土
一
念
三
千
…
」
、
Ｂ
「
今
此
三
界
皆
是
我
有
…
」
、
Ｃ
「
閻
浮
提
人
病

８
、
「
未
曾
有
の
大
曼
茶
羅
」
の
讃
文
の
意
味

９
、
そ
の
他
の
讃
文
の
意
味
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之
良
薬
…
得
聞
是
経
。
病
即
消
滅
不
老
不
死
」
、
Ｄ
「
有
供
養
者
福
過
十
号
。
若
悩
乱
者
頭
破
七
分
」
、
Ｅ
「
誇
者
開
罪
於
無
間
。
讃
者
積

福
於
安
明
」
、
Ｆ
「
読
調
持
法
華
経
者
…
其
罪
復
過
彼
…
其
福
復
過
彼
」
、
Ｇ
「
已
今
当
説
…
最
爲
難
信
難
解
」
、
Ｈ
「
已
今
当
…
誹
法
之

罪
苦
流
長
劫
」
、
Ｉ
「
…
如
来
現
在
猶
多
怨
嫉
。
況
滅
度
後
」
、
Ｊ
「
一
切
世
間
多
怨
難
信
…
罠
Ｋ
「
余
失
心
者
…
」
、
Ｌ
「
是
好
良
薬
今

留
在
此
…
」
、
Ｍ
「
然
於
病
者
…
」
、
Ｎ
「
…
其
病
難
治
、
一
誇
大
乗
、
二
五
逆
罪
、
三
一
閾
提
…
」
等
の
意
味
を
ま
と
め
る
と
、
す
べ
て

滅
後
末
法
の
衆
生
は
誇
法
の
大
病
・
大
逆
罪
に
堕
し
て
お
り
、
無
間
地
獄
へ
の
道
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
ひ
た
す
ら
釈
尊
の
随

自
意
と
し
て
の
法
華
経
本
門
の
救
い
を
信
ず
る
こ
と
に
尽
き
る
こ
と
、
そ
の
信
仰
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
出
て
来

る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
経
文
・
釈
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
者
守
護
の
本
尊
と
い
う
側
面
か
ら
は
、
四
条
金
吾
の
妻
日
眼
女
に
宛
て
た
手
紙
『
日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
事
』
の
「
御
守
書
て
ま
い
ら

せ
侯
」
含
定
遣
』
一
六
一
三
頁
、
真
蹟
身
延
曽
存
）
と
い
う
文
と
、
弘
安
三
年
二
月
の
日
眼
女
授
与
本
尊
と
の
照
合
が
指
摘
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
御
守
」
と
は
、
一
般
的
な
病
気
に
限
ら
ず
「
時
代
の
病
」
す
な
わ
ち
末
法
の
衆
生
が
共
通
し
て
罹
っ
て
い
る
堕
獄
に
至
る

病
で
あ
る
誇
法
か
ら
の
絶
対
的
救
済
（
法
華
経
題
目
信
仰
に
よ
り
無
間
地
獄
の
道
を
塞
ぐ
こ
と
）
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
誇
法
堕

獄
か
ら
の
救
済
が
各
個
の
肉
体
的
・
精
神
的
救
済
を
包
摂
し
て
い
る
こ
と
が
「
新
尼
御
前
御
返
事
』
（
「
定
遺
』
八
六
七
頁
）
、
冨
日
谷
入
道

殿
許
御
書
」
（
「
定
遣
」
八
九
五
頁
、
九
○
○
頁
、
九
○
三
頁
）
、
「
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』
（
「
定
遺
』
二
○
三
頁
）
、
「
高
橋
入
道
殿
御
返

事
』
含
定
遣
』
一
○
九
一
頁
）
等
よ
り
判
り
ま
す
。

ま
た
『
新
尼
御
前
御
返
事
」
（
「
定
遺
』
八
六
八
頁
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
聖
人
は
信
仰
を
退
転
す
る
態
度
の
み
ら
れ
た
大
尼

に
大
曼
茶
羅
授
与
を
拒
否
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
大
曼
茶
羅
は
信
仰
の
あ
か
し
と
し
て
授
与
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
折
に
触
れ
、
堂

宇
の
状
況
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
も
し
ま
す
。
大
曼
茶
羅
授
与
も
、
讃
文
の
内
容
も
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）
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つ
ぎ
に
、
こ
こ
で
大
曼
茶
羅
の
讃
文
と
起
・
顕
・
寛
法
門
の
関
係
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
曼
茶
羅
本
尊

は
虚
空
会
十
二
品
、
中
で
も
本
化
地
涌
の
菩
薩
が
揃
う
本
門
八
品
に
そ
の
様
式
が
見
ら
れ
ま
す
。
細
か
く
言
え
ば
、
寿
量
品
を
除
い
て
は

釈
尊
は
始
成
正
覚
の
要
素
を
有
し
て
い
る
（
「
定
遣
」
五
五
三
頁
取
意
）
と
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
厳
密
に
は
「
本
門
寿
量
品
の
本
尊
」
と

い
う
理
解
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
広
義
に
捉
え
れ
ば
、
虚
空
会
の
様
相
が
大
曼
茶
羅
本
尊
の
下
地
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
虚
空
会
十
二
品
の
主
題
は
起
顕
寛
法
門
に
あ
り
ま
す
亀
新
尼
御
前
御
返
事
』
『
定
遺
』
八
六

こ
の
起
顕
寛
の
う
ち
「
起
」
と
は
す
な
わ
ち
宝
塔
品
に
示
さ
れ
る
釈
尊
の
滅
後
弘
通
の
勧
奨
・
諫
暁
を
意
味
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
三

箇
の
勅
宣
（
付
嘱
有
在
〈
未
来
弘
通
に
向
け
て
の
付
嘱
の
表
明
〉
・
令
法
久
住
〈
法
華
経
を
弘
通
し
永
遠
に
存
続
せ
し
め
る
勅
命
〉
・
六

難
九
易
く
法
華
経
弘
通
の
困
難
性
の
説
示
と
、
そ
れ
を
超
越
す
る
弘
経
の
意
志
の
勧
奨
〉
）
が
示
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
精
神
は
法
師
品
の

「
如
来
現
在
猶
多
怨
嫉
況
減
度
後
」
（
未
来
弘
通
の
困
難
性
）
、
「
已
今
当
最
爲
難
信
難
解
」
（
法
華
経
の
超
勝
性
・
教
化
の
困
難
性
）
等
の

経
文
に
根
拠
し
ま
す
。
法
師
品
で
は
持
経
者
の
功
徳
が
説
か
れ
、
宝
塔
品
で
は
法
華
経
の
未
来
弘
通
が
募
ら
れ
ま
す
。
，
．
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
．

Ｈ
・
Ｉ
。
Ｊ
は
法
師
・
宝
塔
の
両
品
の
主
題
の
な
か
に
包
含
さ
れ
ま
す
。

つ
ぎ
に
「
顕
」
と
は
す
な
わ
ち
付
嘱
の
本
体
が
顕
さ
れ
る
寿
量
品
の
説
示
で
、
Ｍ
の
「
是
好
良
薬
」
お
よ
び
Ｃ
の
「
病
之
良
薬
」
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
良
薬
（
題
目
）
を
受
け
る
べ
き
末
法
の
衆
生
で
あ
る
Ｋ
の
「
余
失
心
者
」
は
、
す
な
わ
ち
Ｍ
の
病
重
篤
な

子
供
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
重
篤
な
子
供
と
は
、
Ｎ
の
五
逆
・
誇
法
・
一
閏
提
の
機
根
を
有
す
る
衆
生
を
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う

七
頁
）
。

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

蛆
、
讃
文
と
起
顕
寛
法
門
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し
て
見
る
と
、
Ｃ
・
Ｋ
・
Ｍ
・
Ｎ
は
み
な
良
薬
治
子
瞼
の
範
晴
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
Ｂ
の
釈
尊
の
主
師
親
三
徳
の

文
は
寿
量
品
の
久
遠
本
仏
の
三
徳
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
（
良
医
は
失
心
の
子
の
父
で
あ
り
、
医
師
で
あ
り
ま
す
し
、
使
い
を

遣
わ
す
主
人
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
）
。
Ａ
の
一
念
三
千
の
証
悟
の
世
界
は
本
門
寿
量
品
の
法
界
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
で
し
ょ
う
。

つ
ぎ
に
「
寛
」
と
は
、
つ
ま
り
神
力
品
に
代
表
さ
れ
る
付
嘱
の
意
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
保
田
妙
本
寺
蔵
文
永
十
一
年
十
二
月
の
本
尊

に
「
我
が
慈
父
、
仏
智
を
以
て
之
を
隠
し
留
め
、
末
代
の
爲
に
之
を
残
し
た
ま
へ
り
。
後
五
百
歳
の
時
、
上
行
菩
薩
世
に
出
現
し
て
、
始

め
て
之
を
弘
宣
し
た
ま
ふ
、
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
本
尊
抄
』
弘
通
段
急
定
遣
七
一
八
～
七
一
九
頁
）
を
拝
察
い
た
し
ま

す
と
、
地
涌
千
界
の
大
菩
薩
が
神
力
品
で
釈
尊
よ
り
妙
法
五
字
の
題
目
を
授
与
さ
れ
、
嘱
累
品
で
は
迩
化
他
方
の
菩
薩
と
共
に
法
華
経
の

総
付
嘱
を
受
け
、
や
が
て
末
法
に
出
現
し
て
題
目
と
本
門
の
本
尊
を
広
く
行
ず
る
様
相
が
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
中
で
「
疑
て
云
く
。
正
像

二
千
年
の
間
に
地
涌
千
界
、
閻
浮
提
に
出
現
し
て
こ
の
経
を
流
通
す
る
や
。
答
え
て
曰
く
爾
ら
ず
。
驚
て
曰
く
…
何
ぞ
正
像
に
出
現
し
て

こ
の
経
を
弘
通
せ
ざ
る
や
」
と
の
重
ね
て
の
問
い
に
答
え
る
中
で
「
試
み
に
粗
ぼ
之
を
説
か
ん
。
法
師
品
に
云
く
況
滅
度
後
。
寿
量
品
に

云
く
今
留
在
之
。
分
別
功
徳
品
に
云
く
悪
世
末
法
時
。
薬
王
品
に
云
く
後
五
百
歳
於
閻
浮
提
広
宣
流
布
。
浬
藥
経
に
云
く
譽
如
七
子
…
然

於
病
者
…
云
云
」
と
、
Ｉ
．
Ｌ
・
Ｍ
お
よ
び
保
田
妙
本
寺
蔵
本
尊
の
「
五
百
歳
」
等
の
讃
文
と
共
通
す
る
引
用
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
「
本
尊
抄
」
で
は
、
末
法
の
始
め
に
地
涌
千
界
の
菩
薩
が
出
現
し
て
、
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
な
り
、
一
閻
浮
提
第
一
の
本

尊
が
こ
の
国
（
本
朝
日
本
国
）
に
立
つ
で
あ
ろ
う
と
示
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
四
大
菩
薩
が
出
現
し
て
末
代
幼
稚
（
末
法
の
初
心
の
受
持

者
）
を
「
守
護
す
る
」
こ
と
が
確
信
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
、
結
び
と
な
る
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
「
守
護
」
と
い
う

こ
と
が
重
要
な
キ
イ
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
大
曼
茶
羅
本
尊
（
そ
れ
は
先
述
の
よ
う
に
一
尊
四
士
と
同
体
で
あ
り
ま
す
）
は

行
者
守
護
の
本
尊
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
行
者
守
護
の
主
体
は
、
大
曼
茶
羅
本
尊
の
中
で
も
特
に
本
化
地
涌
四
大
菩
薩
が
中
心
で
あ
る

日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）
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日
蓮
聖
人
「
大
曼
茶
羅
」
の
背
景
（
渡
邊
）

と
窺
え
ま
す
。
法
華
経
の
力
に
よ
り
誇
法
堕
獄
の
時
代
病
を
塞
ぐ
と
い
う
守
護
と
同
時
に
、
日
本
国
の
守
護
、
信
仰
の
場
と
し
て
の
道
場

の
守
護
、
さ
ら
に
は
行
者
個
々
に
対
す
る
守
護
と
い
う
意
味
合
い
を
有
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
曼
茶
羅
の
讃
文
と
起
顕
寛
法
門
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
曼
茶
羅
本
尊
の
意
義
が
、
よ
り
明

確
化
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
い
た
し
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
さ
ら
に
論
じ
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。以

上
、
現
時
点
で
の
私
の
大
曼
茶
羅
本
尊
に
関
す
る
お
お
ま
か
な
理
解
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
蓮
聖
人
と
い
う
世
界
人
類
思
想
史
上
の
巨
人
が
残
し
た
宗
教
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
も
言
え
る
大
曼
茶
羅
本
尊
の
完
全
な
る
解
明
は
、

到
底
可
能
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
日
蓮
門
下
の
一
端
で
あ
る
我
々
が
常
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
使
命
が
あ
る
こ
と
も
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
し
ょ
う
。

い
ま
だ
論
ず
べ
く
し
て
論
じ
て
い
な
い
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
立
教
開
宗
七
五
○
年
に
当
た
り
、
宗
祖
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
大
曼
茶

羅
本
尊
の
背
景
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
思
う
と
こ
ろ
を
少
し
く
述
べ
た
次
第
で
す
。

（
本
稿
は
、
平
成
十
四
年
十
月
二
五
日
に
身
延
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
に
お
け
る
発
表
原
稿
を
整
理
し

た
も
の
で
す
。
一
部
、
増
広
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
）

小

結
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